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（５）緑の中のまちづくり 

①沖縄県における緑地保全及び整備施策 

 県内における森林や里山など緑地、及び水資源の保全・整備に関する施策を以下に示す。これら

県内における既存の制度等を踏まえた計画づくりが重要である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財団法人沖縄県水源基金 

図 2-36 沖縄県における緑地保全及び整備施策 
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②緑のネットワーク事例 

 緑地の保全・創出・育成による緑のネットワークを形成した開発事例として、港北ニュー

タウンのグリーンマトリックスシステムの事例を以下に整理した。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

グリーンマトリックスシステム 
限られた都市空間の中で最大限レクリエーション活動ができるような仕組みを計画に取り入れ
ている。 
 ・公園をはじめ、運動公園・工程・計画建設予定地内の緑地などのオープンスペース 
 ・文化財・保存緑地・神社・仏閣・屋敷林・樹林地など、地域の歴史を保つ貴重な緑の資源

を、歩行者専用道及び緑道で結びつけながら体系化 

公園計画                                       
・公園面積の約半分は、現況の地形や植栽を活かした設計 
・整備の際には多様なレクリエーション活動の実現と同時に生物環境の保全・育成をめざしニ

ュータウン全域及び周辺地域を対象とした自然公園的性格の「総合公園」、自然地形、植栽を
取り入れた「地区公園」・「近隣公園」の計画 

運動広場計画…地域の人々のスポーツレクリエーションの場として、公園緑地を補完する運動
広場 8か所 

緑道計画                                       
・グリーンマトリックスの骨格となるもので、地域の特色である屋と地形を生かしながら、各

種のオープンスペースを有機的に結んで、緑のネットワーク化 
・緑道の幅は 10ｍ～40ｍ、さらに寺社仏閣、計画建設予定地などに付属する斜面緑地の部分を

含めると 100ｍ以上になるところもあり、総延長は約 14.5 ㎞ 
緑道にはせせらぎが計画され、緑と水が一体化した豊かな自然の空間となるよう計画 
農業専用地区計画…公団施工地区に接して計画される農業専用地区は、生産緑地として都市農
業の確立を図る 
都市における景観的、防災的な役割を持ち、歩行者専用道などで公団施工地区と一体化するよ
う計画 

図 2-37 港北 NT における緑地配置図 
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多摩 NT 土地利用効率性、開発コストの問題から中造成案の新住宅市街地開発事業を採用 

⇒面開発によって多摩丘陵の田園風景を消失 

港北 NT 既存の環境構造の保全を前提として土地区画整理事業を採用 

⇒尾根・谷の保全の有無を系統化し、屋敷林を保存 

図 2-38 多摩 NT と港北 NT の造成手法の違い 
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・南北方向の２本の谷戸地形 

・地形を反映した複雑な緑地形態 

・東側の造成法面に斜面の樹林地を保存 

・公園と集合住宅の緑が一体化 

・緑とオープンスペースを媒体として

異種土地利用を束ねる 

図 2-39 緑地の段階的な整備 
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埋蔵文化財や遺跡の包蔵地を通過

するように緑を配し、一体的に保全 

 

重要遺跡と周辺の斜面地を含む一

帯を歴史公園として事業化 

（博物館や教育・体験施設） 

図 2-40 文化財・社寺の保全活用の計画 
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